
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

江東区家庭教育支援チーム 

 （呼称：江東もっく） 

②活動拠点 江東区教育センター 

③活動範囲 江東区内全般 

④組織体制 

 

  １３ 人 

教育委員１名、元教員１名、カウンセラー5 名、元幼稚園教諭 1 名、地区対

委員長 1 名、ＰＴＡ会長 1 名、子育て経験者 

 

⑤活動開始年度 令和２年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

代表 本田和恵 

（TEL）            （E-mail）koto.mock@gmail.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

① 「もっくルーム」の提供  

こども、子育て家庭、家庭を取り巻く地域の方々が集い、情報

交換、楽しく会話ができる場とネットワークづくりの場を提供

します。 



また、中学生までの、学校生活や進路などのサポートを行いま

す。 

② 「もっくプレイルーム」の提供 

保護者とともに参加のこどもたちには「地方創生さわやかサポ

ーター」による「木育」を基本とした遊び、スタッフやボラン

ティアによる絵本読み聞かせなどを実施し、ルーム参加の保護

者がほっとできる、落ち着く場所を提供します。 

③ 「もっくスタディルーム」の提供 

「親育ち」の場として、研修会・勉強会などの機会を提供しま

す。 

④ ルーム以外の「つながり」提供 

子育て世代はもちろん、年代を超えた出会いの機会を提供しま

す。 

⑤ 親子や家族の絆を深める機会の提供 

上記の活動に加えて、料理作りや工作、野外活動などを実施し、

親子や家族、地域の方々と絆を深める機会を提供します。 

⑥ 相談の場の提供 

カウンセラーによる個別相談は、メール・電話・オンライン・

家庭訪問などご事情に合わせた機会を提供します。 

ダイバーシティ・共生社会に必要な、様々な相談の場・情報を

提供します。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

毎月１回のもっくルーム開催 

（木育、手話体験、紙芝居読み聞かせ等） 

隔月のワークショップ開催 

（おしゃべりハンドメイドの会） 

イベント参加 

（都立木場公園、社会福祉協議会主催イベント等） 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


